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は　じ　め　に
　子弟に・国民に教育が解放されたという視点で筋を追うなら、少なくとも例えば日本とイギリスとの
対比に於いて・その過程にある意味ではかなりの相違を指摘しうる。極論すれば後者にあつては・・以血
洗血”一連の状況の中で工場法を打破し9（に1870年「小学教育令」の制定をみるのである。
・の国民腰求、・の点を筆者は躰の船下総の一闘．して村塾師の鈴木雅之の事峨。てそ
の典型とするのである。幕末維新期にあつて村の現実を直視し自らの体験を下に吐いた彼の教育観の中
には、貧富・身分制→不完全ながら平等、能力主義・啓蒙教育そして第一次集団的一〉制度的・体系的教
育への催促がこめられていた。この教育論の根底には“教授する・してやる”感覚を含んだtt経世済民”
観一　そこから「威を以ておとし力を以て制せ」とするtt教育熱心さ”をも披涯するのであった。この
ような類の、そしてr方、雅之らの誹諺しだ匙論語読みの論語知らず”的教育（師匠）はどつと明治の
「学制」へと流れ込んだのである。
　では、この制度のもとで「村のお師匠様」は「教員」に衣替えすることによりいかに呼吸していくの
であろうか。我々は単にこの事を以て「教員は国家権力の伝声管の役割に転化する」という方向で説く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②訳にはいかない。
　それは人間には「真理」を求めていく自然的要求が内在する、ことさら教員は「上から」そして地域民
からの波が押し寄せてくる存在でありまた学校という学級という社会にも主体的責任性の使命を負う存
在である故に。
　その教員に対し我々は幼少よりtt先生は偉い、先生のいうことは・正しい”という意識に基き生息し
てきた。それが繊人は自身の学校時代について先生の姿を媒介項として回想していることに気付く。
まさしくtC教育とは先生”であつた。
　以上のことから、教師は教育の主体者であり、学校の主要構成員であったといえる。
　この点に座標を設定して、筆者は教師、そして教師の創造し、種蒔いた教育精神（思想）とはいかな
るものか究明することにより、イギリスとは対跡的なエネルギーにより「わが国の初等教育は近代国家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一15a8一
の成立過程において国民意識の統一と富国強兵・殖産興業などの要請にこたえて当初から国民のあらゆ
る階層を対象とする単一の学校制度として発足した。しかもわが国には明治以前から寺子屋などによる
教育の普及もあったため義務教育制度の整備とともに初等教育は急速に普及し現在では世界有数の普及
率を示すとともにきわめて安定した制度に成長した」という日本の教育なかんずく「学制」下のその実
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③
態について解明する一役割を果したい。
「「学制」を甲心として
　実質的には公的・体系的、換言すれば制度としては範たる教育機関として徳川期に求むべきものが昌
平校・藩学に限られた維新政府がその当座「大学校」クラスの設立を優先させていったのも当然の趨勢
であった。
　それでも既述した鈴木雅之や「大学校有テ小学校ナキハ親アッテ子無ガ如ク」とする加藤有隣らの催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④
促の高揚に押され薫た一方、富強の為の「一大急務」という国家的要請の中で様々な試行錯誤の上、5
年8月誕生したのが著名な全109章に渉る「学制」である。
　内、　「教員の事」は第40～47章に列記されている。まず第1に「小学校教員は男女ヲ論セス年齢
　　　　　　　●
二十歳以上ニシテ師範学校卒業免状或ハ中学免状ヲ得セシモノニ非サレハ其任二当ル事ヲ許サス」とそ
の資格年令について記し、以下その点を中学校教員・大学校教員についても規定している。この条文を
もつて公認教師の時代に入つ牟のである。
　が、その上に重要なことは第43章に「私学私塾及家塾ヲ開カント欲スル者ハ其属籍住所事歴及学校
ノ位置規則等ヲ詳記シ学区取締二出シ地方官ヲ経テ督学局二出スヘシ」とし、次章にその心掛けを「私
学私塾教員タルモノ総規則二違ヒ或ハ不行状アル時ハ之ヲ謎責シ又ハ止メシムルコトアルヘシ」と定め
た。
　ここに於いて明確に「近世」と「近代」の教育・教師の事実上の訣別をみたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤
　一方、文部省は「小学教師教道場ヲ設立スル伺」を正院に提出し、それは五年五月許司され、翌年に
は米人D．モルレーを「学監」（文部省顧問）に招聰していくのであった。
　とまれ有能者発掘Dた謝て位置づけられた「教員」なるものは「学校」社会に。　「近代」社会に歩ん肥
いくのである。
へ「小学教師心得」をFF　IOとして
　次に「学制」下のその実情を地方の頂点の文書一本稿では「三県令」の1人に唱われた木更津県→
千葉県の柴原稲に窺つてみる。
ftめに先ず次の一文書を参看されたい。
「明治五年五月十四日県学仮規則制定セン……ト雛トモ房総ノ国タルヤ従来旧幕旗下ノ采邑諸藩封地
ト碁布牙錯セシヲ以テ風俗濠揉教化阻格スル亦既二久シキカ故二畢寛学問タルヲ知ラス学校ハ特二士族
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一13A9一
ノミ入学ヲ得ヘキモノト誤認謬解スルカ如キ種々ノ弊習民心二固着シテ殆卜教育ノ旨趣貫徹シ難キヲ苦
シム八月二至り学制頒布アリテ教育ノ基礎定セシニヨリ只管定制二遵守セン事ヲ要シ……性行篤実ニ
シテ学術ト人望トアル者ヲ撰挙シ以テ学区取締トナシ……僻降ノ民未タ皇化二浴スルノ日浅キ而己ナ
ラス……学務官吏ヲ派遣シ朝旨ノ厚キ所以ト教育ノー日モ欠ク可カラサルノ旨意ヲ懇款示諭シ且学区
取締ヲ遜選tt（出Ll・　・：　tl…十一月創メテ学区分画資金割賦法等ヲ略定ス……家塾及私学開業ハ＿＿人民＿
唯学資ノ嵩マサルヲ喜ヒ互二通謀協議シテ家私塾開業ノ懲憲シ公学設立ヲ製肘スルカ為メニー切家塾私
塾ヲ開ク事ヲ禁シタリ明治六年五月代議人ヲ県下二集メ小学普及ノ為ヨリ若干ノ補助金ヲ下付セラル・
所ノ盛意ヲ宣揚シ……　管下ノ人民ヲシテ朝旨ノ優渥ナルヲ知ラシム云々」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥　着任後、前代の領地錯綜形態などによる「風俗頽敗百事癩惰……甚シキハ生児ヲ拉殺スルノ所業」に
苦慮していた柴原ではあったが、かれもまた従来の村塾を学校・教育の範疇に入れず藩学の延長；「県学」
設置という、いわば「上から」おろす教化意識がその発程にあつた。柴原がこ¢仮の「県学」なるものを
設けた第1の事由は纐二さいさん「催促二及ヒ候処」の「学制」がよういに発布されないための漸定的措
置であつた。
　であるが姻て、その到達の後は上記の文書にみるが如く、まさしく「朝旨」を厚くし「示諭」。「懇
諭」に奔走していくのである。
　そのエネルギーぱ＝いに6年10月tt家私塾廃止”の断行に迄、エスカレートせしめた。それは「父
兄も従来の教育を以つて充分なりとし且師匠に同情して県庁に押掛けて陳情し、その存続を歎願すると
いふ有様」　つまり「従来の旧弊ヲ脱セス……　自然小学設立ノ障害トモ相成」経緯に憂慮しているこ
　　　　　⑦
とに基づくのであった。柴原はそれと並行し、同年（5月）同様「今般学校設立之際少壮之者右仲間（
若者仲間・神楽仲間杯一筆者註）二入リ候ヨリ大二就学ノ障碍相来候二付……速二解散可致候事」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧
と厳重に通達した。
　一方、教員に対しては6年12月、過去一連の教員策を集成・整備し『小学教師心得』全8条を発し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑨明白に「三課目ヲ教授スルノミニアラス………不行状ノ徒」の教化までもが教員の任とされた。それ
は実は「教師ノ訓誠ハ生徒必ス敬ミデ従フモノ」であるという、従来培われてきた教師・教育観に依る
訳である。故に「教師不善不正ノ………勿」きことを加えることも忘れなかった。
　続くように翌7年7月には『千葉師範学校生徒罰則』を制定し、　「小説稗史ヲ読ミ無用ノ書画其他玩弄
物ヲ取扱フ者一禁足四日」を第1条に「貸座敷二登ル者一禁足三十B又ハ退学」迄、51条を連ね
た・我々は・これら教員像譲成の中に日常化の反面、また抽象化（精神主義化）の両性格がみとめられ
ることに目をつけざるをえない。
　そしてこれら教員（像）形成のため、県は10年5月、一文書を発令する。その冒頭には「方今都鄙
一般学ヲ建テ師ヲ選ミ以テ人民ヲ教育スル所以ノ者ハ其レクシテ智識ヲ明カニシ品行ヲ正フシ人ノ人タル
本文ヲ尽サシメンカ為メナリ」と教員の平常の心得を諭している。筆者らは、この「品行」・「本分」
　　　　　　　　　　　　⑩
なる教育的価値基準を希求する責務を負っているフ鋤、その点をこの文書の中に追つてみたい。それに答
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1550－一
えるように「何ヲ以テ教員ノ任二当ンヤ何ヲ以テ人ノ師表タルニ耐ヘンヤ」とし、以下、次の如く綴つて
いる。　「教育上現二脩身ノー科アリ……縦令ヒ智識開達技芸巧妙ナルモ其道徳欠クルアレハ固ヨリ貴
重スルニ足ラサル」とし、もしその誓に違約せし者については解職の重科をもつて臨む、こうすること
により「教員各自戒飾謹慎シ不品行ヲ以テ罰ヲ得ル者ナク大二学事振興ノ稗益タルノミナラス亦其自由
ヲ保護スル」のだとしている。
　柴原の努力は、そのほか「自費若干ヲ出シ是ヲ基本トシ亦有志ノ者ヲ説得シ民財ヲ募リ専ラ育児ノ法
方ヲ設ケ」（5年11月）たり、はては「懲役人教授場」をも設立せん（9年8月）とする域にまで発
展。、。曾。て彼は1。年鳳以来の実績について、意気韻r県治実騰」にして詠みあげ・の
であった。
　地方の長として前℃の「村塾」を廃し「皇化に浴」さんとしつつも「近世」来の教育倫理観を傲員1
なるものに結節せしむべく通進していった柴原の脳裏に常々あるところは、そうした教員の「自由ヲ保
護スル」ことであったといえる。日常化と抽象化の中で。
　こうしてみると、教育とはtt引つばり出す”（Erziehung）　そのままの意味が許されるとすれ
ば、それは柴原を形容するにふさわしい語であろう。
　むうん彼の中にも「仁」的思想の宿っている部分が少なくなかったであろうが。
ミ、「所都内巡視具状書」と「建白」を中心として
　以上、柴原和を中心とした県当局の教育（教員）策を通じ、地方の教育思潮の璽璽逞しき”その体をみ
てきたのであるが、筆者はさNC農村　一武射の芝山地域（現芝山町）に足を踏み入れることを試みたい。
　スペ＿スの都合上、　「近世」期の社会・教育の詳細な実態は大まカにするものの・当地もまた領地錯綜等
により士族に依る教育は無能に近く、その担い手は現在迄調査された段階で15名の庶民教育者に委ね
られていた。そこで、これらの中から一塾を抽出することによりそれが「学制」の中でいかに生き抜い
ていくのか見とどけてみたい。
　飯櫃村の明倫塾は2年4月8日に「大惣代名主」をも勤めあげたこともある当村の｛t大地主”池田利
左衛門により創設された。彼は「当時当村二痒序ノ設ケナク、数多クノ子弟ヲ……旧弊二馴浸シ、汚
俗二感化セラレ、良治・良能ノ発達ヲ妨害シ、天性ノ美質ヲ成サシメザルヲ痛歎シ、私費ヲ以テ、教員
古川南峯氏ヲ聰シ、同氏ノ別舎ヲ以テ、遠近ノ子弟ヲ教育セシメ」たのである。この人もまた、鈴木雅之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
らと同様「近世」期にあり村の風俗事情に憂う一教育者であり、村洛指専者でも：あつた。
そ・で彼がしたためた大冊『Q御用留蕊の慶応・朝の項にその一例を覗v’てみる・「°富谷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同國同郡富谷村5名村仁兵衛村の助之儀調奉申上候書付 下総国匝瑳郡ハ日市場村組合（御代官所）
主　仁兵衛什九歳……　（子供名略）……世話いたし候もの左之通　〆拾七人　外二世話男女三人
右之もの共富谷村本郷と申処江三間半三五間半之家作鋪理世話方下女共筆学師匠共三人江抱七八才位
手習為致当才　三才位之分は実母亦は他人江里子之相頼相置之手当御渡咲云々」即ち、この平山仁兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1551一
は救価活動の一環として陰徳講を主唱し、その捨子養子達に「手習学文」させ、分家の後にその養育料
を返還せしめていった。一つの意味ではtt篤志家”に部類した。利左衛門の教育観（殊に開塾）がこの
平山氏に啓発されたことは、単に同家との血緑関係以上のものがあろう。ともかく、こうして当学舎に
於いては利左衛門の招いた片貝村の皇漢学者・古川南峯により指南されていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭
　例外に洩れず、この地・この塾にもFi’学制」，が波及した。隣村の菱田にあり「小学校が開設され儒者
が教員に迎えられることにより余儀なく閉塾するに至った」竹林堂師匠椎名保兵衛らの存在も看過しえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮
ぬが、当塾はその荒波にスムーズに乗ることができた。具体的にいえば、6年11月、利左衛門らを代
表とした『仮小蟄』なる設立伺が権令柴原和に願い出され直ちに聞き届けられたからである。彼はここ
に際しても別舎22坪・準備費500円を寄付するのである。尚、教師も引き続き古川南峯を仮教員と
し、「支那学、素読習字兼」を施さしめまた県に『仮教員御試検願』の提出することも怠らなかった。
　以上が「飯櫃学校」の発足の様であった。
　この利左衛門はまもなく病没してしまうが、その遺志は子息の栄亮に受け継がれていく。そこで栄亮
なるもののプロフィールをその『頒徳碑』（昭和10年3月建之）の中に窺う。「………翁南総武射
郡飯櫃村人雛弘糊嚇亦臨夙骸疎善歎衆望所帰為県会識侃盤之講之論当路視之．
如一敵憲法湊発特蒙参列之栄、先是翁深鑑時勢之推移思育英之急招聴新進教育家磯辺謙吉氏、為其郷小
学校長生徒僅二十余人校舎亦用廃寺、翁励之日頼、是下之力生徒達百則余以私財新築校舎夷、校擾感奮力
干教養校運日隆未幾生徒優超百人、翁日善　、乃投千金以果諾是即今之千代田小学校之前身也云々」
まさに彼は「巨人」であった。
　父・利左衛門の病により東京・横浜での遊学から帰郷した栄亮は家職を継承する一方、各般の公職に
就くのであ重が、8年6月からあたった学区取締もその‘つであつた。彼の管轄は前任者の塚本正典が
担当していた9大区～11区即ち「小学区数五拾弐」つまり「小学校数四拾五」という。就任後は県の
布達ことに『学区取締事務取扱条則』（7年7月達）を念頭に全うし、それにより数多の記録を後世に伝
えることとなった。
　中でも、彼の業績一ttまめぶり”を代表するものは8年の『学区巡廻表』作成であろう。この表に
巡視校・日時等を記入し、1日4～6校、am．7～p．m．7，1校1．5～2時間というペースで、立
会承認の学校事務掛もしくは村用掛の捺印をうけつつ巡察していつた、その結果は同年9月の『所部内
巡視具状書』となってあらわれた。
　「学区の景況」・「人心ノ向背」・「教員ノ勤惰」・「生徒ノ進否増減」・「書籍器械ノ整未」につ
き各校毎に精細に書き留めたこの勤評書ともいうべきものの内、本節では三番目の教員（総計55人）
に限定し一督してみる。まず等級は授業生51と教員としては最下級の資格をもった者が圧倒している。
年令は平均約35．6年である。最少21．1年～最高は66．　4年に及ぶその年令構成は20～55才の青
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ年層20名、56～50才の中年層15名、51～66才の老年層13名で青年層が第1位ながら、と
もかく老若に限らず村の教員になっていった。様々の意味で魅力ある職種に映ったに違いない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1552一
　教員の勉強態度は、それに励んでいる者が42名と多きを数えている。しかしその教授法の熟否と
なると別ゼある。「梢・能熟ス」2名、「熟ス」5名、「得」2名、「粗熟ス」25名、「熟サヌコ21
名、無記載6名というデータから考察すると、まだまだ不慣れであったとするのが妥当であろう。教員
の健康状態は「強建・壮建」のものが25名で「簸疾」7名を大きく離している。さて以上の教員の人
望の有無の内訳は「有」30名、　「無」12名、判定できぬ者5名、無記載10名と有りし者により多
くが占められている。
　①この結果、36才の体の丈夫な人望の有る授業生により、その勉強に励んだ結果が教えられてい
　　たが、まだ不慣れであったといえようか。そのような平均的教員の姿は「勉強ニシテ教授法二熟セ
　　スト鷺人望アリ」（209番成東小学牧野敬斎）といった類の一文に求められる。
　②故に、「粗教授法二熟セリト錐性来飲酒ヲ好ミ怠惰ナリ」（236番大台小学岡崎謙斎）しタイ
　　プは歓迎されなかったであろう。
　③さらに、「漢学僻アリ教授法二熟セス人望アリト雛老裏近眼ニシテ当世ノ人物二非」（228番椎
　　崎小学吉井呈庵）ざる類、あるいは若く（51．10年）とも「漢遺僻アリテ教授法二熟セス身体強
　　壮ニシテ因循怠惰ナ」（242番菱田小学奥瀬為輔）な教員も、栄亮の目にかなうものではなかつ
　　た。
　④また、彼がみる一タイプとしては「勉強ニシテ教授法二粗熟シ愚直ニシテ人望アリ」（208番姫
　　島小学鈴木宗泉）し教師であった。以前、利左衛門に聰用された古川南峯（115番片貝北小学）
　　についても「勉強ニシテ教授法二粗熟ス実直且ツ人望アレトモ少シク聾疾病タリ」と記されている。
　　これら「愚直」・「実直」という語句は何かしらの一つの教師像を表現しrc，Lnるように管見する。
　⑤　やはり栄亮が優とする教員は例えば「勉強ニシテ教授法二熟シ身体強壮人望アリ」（206番水
　　深小学佐伯光熊）といつた人物と察する。
てはここで、以上の中から先のつまり栄亮の父の設立した明倫塾に伝統をもつ飯櫃小学校（240番）
を選び抜き、そこに於ける一教員を中心に論じてみる。
　先の具状書には当校は次のように書かれている。
一、学区ノ景況
　　農業而已ニシテ他ノ稼摘ナク頗ル農事ヲ務ムト難トモ圧土地高免ナル奴二貧翼人多シ
ー、人心ノ向背
　　学校ノ有益ナルコトヲ知ル者至テ少ク校費ヲ厭フ故二該校新設以来区内ノ費用ハ乞ハス故池田利左ヱ
　門ノ自費ヲ以テー切供給ス
ー、教員ノ勤惰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　池田小学教員
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　　　　訓導　依田力
　　　　　　当九月二十五年四ケ月
　　能ク勉強ニシテ教授法二熟シ頗ル人望アリ
ー、生徒ノ進否増減　池田小学生徒
　　　　　下一級一名二級三名三級一名
　　　　　等　　五級三名　　六級五名　　七級四名
　　能ク勉強ニシテ進歩ス
　　人員前月ノ如シ欠席一週間平均三名
　　書籍器械共完全ナリ
四級七名
八級十八名
一b
　一覧のように、「学校」なるものが尚村民になじまれていないとはいえ、池田家の多大な尽力により「進
歩」してきたこの敦は農村の模範校的存在であった。
　ここで留意しなけれぱならないところは、栄亮が別の文書の一片にも「貧性温順ニシテ能ク勉強ス……
行ヒ正シテ失ヒ無シ郷里人望ヲ得タリ学力有」ると賞揚した依田力なる青年教師であるoこの依田の出
目については全く不明でφるものの、一片の書閥（8A1日；県→依田）によれば「……上総国武射郡！
蔵磁村寄留　小学授莱生　依田刀」と記述されているが。
　それはとりあえず、彼　　「依田力　第二十三番中学区内第二百四十番飯櫃学校読書兼習字算術課相勤
候事」なる県の辞令をうけ、希少な「三業」を得た教師として赴任してきたのは7年3月のことであつ
た。　　　　　　　　　　　　　　　・
　その翌年3月、彼は早くも「小学五等訓導」に登庸され、「第一等埴谷学校兼務」をも仰せ付けられ
た。
　その1ケ月後、依田が第9大区取締所に送達した伺には次の如く願われていた。　「第九大区三小区該
国武射郡飯櫃村第二十三番中学区内第二百四十番飯櫃小学校之義該村池田利左ヱ門創立且尚担当尽力候
二付其勲功を表奉願為今後池田校と改称被仰付度此段郵便を以奉伺候也」　この儀は矢来「無之希之次
第」とするその筋の事務的問題もあったが、希望は入れられた。
　校名改称も許司され増々気力溢満する依田は翌5月には『下等小学教授法式私誌』なるものを著わし
た。その序に詮いて「諸君ト共同獄柳本区ノ小学ヲシテ遂ニー般ノ歩二進マシメント」して県師範校に
て催された「東京師範学校ノ授業法ノ伝習」を見聞したその下等七八級分を記すとし、「之ヲ懐携照会
二微シク」することにより「諸君卜授受容止ノ労ヲ省カン」とも述べている。この意気込みの下に、以
下「第八級　読物　　第一　生徒着席終り教師二出ヅ生徒二向ヒ礼ヲ行フ竺師右手二答ヲ揚ゲ生徒之二
雛黎答・第二五＋音正体図・トル・真醐ケ答・指錺甥㌶㌍塗∫
指スー生アト応ズ云々」と時折、図表も記入しつつ順次筆をとつていつた。当学区の数少ない訓導の1
人として依田の必死な姿が察せられると同時に、いかに地方教員が「学制」に苦慮していたかを覚りう
る。　「近代」への離陸の段階で依田ら教師は教育の客観的条停り表めにその意識の大半を費さねばならな
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かった。まさしく教員は「学制」による学校社会をつくるべく、現実行動の中で暗中模索していった。
村の「学校」のために。　　公認された教師として。　　　それが故に気力がこもり、あくせくしてい
ったのである。
　その気概は依田をして、同8月には文部大輔田中不二麿に宛てた『建白』を綴らしめた。彼はAかなる
旨を上呈したのか。それは教科書が一定せず編者により異なりをみせている。このことは「草創タル該路
ノ気勢ヲ阻ムニ足ル」ものである。故に「其方向ヲーニセント欲シテ之ヲ論スルニ其目止ダニ様アリ其
一様二全国小学書籍器械必ズー種同様ヲ要ス……其ニニ日ク此書籍ノ読法ヲーニス」そしてこれを「
師範用本省ノ刊行ヲ以テ」→各県→「全小学二必ズー部宛ヲ備エシムル」ように鎖い・出たのである。　「此
僻地ニシテ散在二十校ノ担任二当ル」蹴1等訓導の依田は教育の物的（外枠的）整備¢漁めに現地から
の催促をこめ統一化を乞うたのである。村の教育的秩序に力行しかつ官に整備統一を懇願している彼は
ccｳ育熱心”な教師の一員であった。
　尚この願は県令柴原の手を経て献上された。この要求が、ある意味で、ある形で満たされていく面も
あったのであるが………。
　同年12月、7・8・9大区教育会議がもたれることとなった。県の丙第269号布達「来九年一月
東京二於テ第一大学区教育会議有之儀目別紙ノ通ニテ千葉師範学校長ヨリ各訓導へ及協議候………第
二十三番中学区内訓導ハ来ル十七日東金町へ……参集司致」旨が小区扱所を経て訓導依田に届いたの
は同月15日のことである。またその会議出席のために恐らくは県輝発したであろう『教員会議心得』
（8年12月10日）も到達したのであるが、その内容は14条から成っている。最初に「此教員会議
ハ中学区内ノ教員学事二関スル事柄ヲ論議スノレモノナリ」と目的を記し、次の第2条に議目（教員養
成之事、学校建築法、生徒養成法、教則校則等之事、教場指令規則、教利書籍之事、生徒試験法、男女
教授スルニ方法自ラ別アル事）について、以下、議長職務（第5・4条）、書記役務（第5・6条）、
議事進行規則並議案作成法（第7～12条）、傍聴人の取扱い（第t5条）となつているが、第14条
は次のように規定されている。「議員ハ事ヲ議スル権アリテ事ヲ行フノ権ナキモノトス故二其議スル所
ノ事可二決スルモ之ヲ実地二行フニ至テハ議長ヨリ県庁二乞フヘシ」と一見、下意上達のポーズをとり
ながら自主性尊重とは必ずしも言い難い、一つの教員に対する感覚を露すものである。その最後には、
12名の議員着席順序が列記され、栄亮の管下では依田の他に佐伯光煕・古川南峯の3先生が参加する
ことになつている。
　これに基いて行われたこの会議の議決がなったのは同月19日である。まず第1の議題「教員養成之
事」の第7条をのぞいてみる。「教員ノ心鉄石ノ如ク確乎トシ許スL」　ノ意ヲ示シ生徒ノ心二貫徹セ
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シムベシ」、そして第10条には「校中二来客アラバ是ヲ待遇スルニ礼譲ノ心ヲ起シ深切丁寧二送迎スヘ
シ」更に第25条には「教師タル者毎朝各受持生徒ノ前二於テー二条ノ訓誠トナ加］キコト演説スヘシ」
と議決されている。我々はこの中にも歴然と「近世」の教育→「近代」（政府・県）の教育そして村の
教員という構図が見事に組み立てられていることを一なかんずく「心鉄石」㌔「礼議」・「訓誠」という熟
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語で容認せざるを得ない・しかもこれ’が「上から」も村人からも悦ばれる教育（員）像でもあつたのだ。
　前後するが、その第14条には生徒の就学につき次のように筆録されている。　「生徒ノ出員簿ヲ点検ス
ル寸前日欠席セシモノアレハ其所由ヲ弁明セシメ事故ナクシメ欠席スル者是ヲ罰則二照ラスヘシ」とし、
次に第22条では「教場ニハ生徒ノ等級＃二名札ヲ揚ケ以其座次ヲ示スヘキ事　但シ毎月末二試験シ其
優劣且平生ノ勤惰等遂一評判シ其席順ヲ変換ス可キ事」とある。貧富・身分制の教育の打破をめざした
「学制」が、客観的教育条件、にあくせくするゐことによりいわゆゆる、能力主ee　一＝試験偏重等など嚇をみせてい
る事をこの現場の声の中にかいまみうる。　既に柴原には『教員＃学区取締心得』（6年2月）を所定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰
　した実績があった。その内容は例えば「第二章　毎校二二項ノ階級表ヲ製シ之ヲ掲示スヘシ初入ノ者階
外二置キ其課業習熟ノ者ニハ検査ノ印紙ヲ与ヘテ始テ其階級二加名スヘシ」この他、第3章では「生徒
進多寡ハ……教師督責ノ係ル処ナウ故二進級加階ノ多寡ヲ以テ教師誘導ノ殿最ヲ判スヘシ」こと、さら
に次章では「就学生徒ノ多寡及学資金ノ殖乏」について同様の事が達せられている。そしてその中の試
験は「三月九月ノ両度トシ当日学務専任ノ官員＃二千葉師範学校訓導学区取締学事分掌ノ副戸長該校事
務掛必ス立会フモノト」された。そこで当区に於いても、その旨を受けて9年7月より順次開催され、
　　　　　　　　　　⑱
　「高点ヲ得」たものは賞を与えられたがrmは「一般ノ奨励ニモ」なるのであった。
　　「生徒養成法」の項ではそれをよりリアルに表現している。　「学課ヲ設ケ順序ヲ棄サスー課目毎二習
業ノ標准ヲ定メ賞罰明カニ」せんとこの期の実情をあらbeτし、以下5条にわたるのであるが「第五殊
　二勧懲ノ法ヲ設ケテ特進出精ハ必賞シ怠慢粗妄ハ必ス罰ス」’に至リ、義務教育徹底と能力主義化に励む
気合と罰の意識が表裏一体していることを再認識できる。
　　尚、　「教場書籍ノ事」の項の「書籍ハ即今二在テハ尚未ター定ナラス種々ノ刊行アリテ同題異文ノモ
　ノマ・アルヲ以テ……其法一全国小学書籍器械必スー種同様ヲ要ス……総テ之ヲ師範学校用本ト名
　ケ本省ノ刊行ヲ以テ所管ノ全小学二必スー部宛ヲ備エシムルヲ要ス」とした1条は特に依田の提案の結
　　　　　　〔カ〕
　果とみて差支えない。、
　　こうして彼は多忙な年を過すのであるが、同12月27日『新年望心』と題した一篇を「宮内詠徳大
　寺関助閣下」に献げ、年を結んだ。
　　しかし翌9年元耳からまた、・教育会議にかかわることにより年が開けた。藪わ脚第r汰学区教育会議
　の傍聴を希望して司とされfrtcめ、県学務課へ「会場位置会間日数＃拙者之出立日」等について伺い出て
　いるのである。
　　期の詳細についてはさだかではないが、この頃、㈱たまた、当学区の学事改善のため一草稿を下書き
　している。
　　というのも、この欺彼は「一等小学訓導」なる栄ある地位に登っていたからに他ならない。つまり1
　～2ケ月1回小区内の各校を巡回し、各校の試験の節に立会いまた、　「教則甚タ整理セス依然旧習ヲ株守
　スル教員アレハ其地二滞在シ懇々授業ノ方法ヲ指示スヘシ尤滞在日数ハ三日ヲ限ルモノトス但教員悔悟
．勉強ノ意ナキトキハ其旨学区取締へ申出」たり、書籍器械の整備状況を点検する職務もまた仰せつかっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1556一
ている。
　こうした彼の努力は次の主旨にまとまった。　今日の1～5等校設定は「皆止ダ名義ノミ」である。
そこで今の1等校の埴谷校をやめて、区内中央の柴山校とし「千葉師範学校ヨリー名俊良訓導ヲ下ダシ
四五名ノ教員ヲシテ分掌ヲ以テ常二教授」し、その校の訓導は「各小学授業ノ得失ヲ監視シ生徒ノ進否
ヲ熟案」していく。このようにして周囲の学校を誘導していく。以下、その校地など具体案についても
併記している。しかしもし柴山校が不司能となった場合は、として第2候補に彼の勤務する池田学校を
あげ、その校舎を改修すべき趣意を詳記している。　　　　　　　　　　　　　r
　彼の論は1等校には師範講習所的性格をもたせ、それにより2・3等校を監督していくという啓蒙的
立場に依拠している。まさに、現実に立脚して「弊習」を打破し、　「救匡奮スル」依田であった。
　「教員良者無ク三課一課m　　　　　　　　　　　　　欠ク」に歎き、　「不体裁ヲ極テ……弊習依安」なる教員に憤る依田　　　　　　　　　　　　〔虫）
　　Eは「上から」の指導による良教師養成を乞い願う一方、彼ましきり欄民（父兄）に対してもその覚醒を促
づために「上から」喩す立場をとっている。それは始終、　「人民頑愚剛腹ニシテ学校ノ物タルヲ弁ヘズ」
また「人民旧弊二慣レテ新法ヲ嫌」う様に痛感し、「学制」に、村の学校のために立ち向い苦悶していた
からである。
　そこで依田はこの草稿が終末に近づくと「民手二任セ置キハ亦恐クハ毎途渋滞学務上万般ノ事即之ガ
為メニ遅ロヨク行ハレズ善則モ半ババ届カズ良法モ全ク真歩ヲ運バサル」と語調を強め、「右一切出納ノ
権理姑ラク民手二置カズ官ヨリ之ヲ給シ適二其周施アランコh］は「未開ノ方民ノ為ニハ切二希望スル処1
であるといい、こうしてこそ初めて1等訓導も役に立つのである。そうでもしなければ「不律不体諸事
因循」をもたらすのであり、それは自分と学区取締と官の責任となるのだともいう。彼はこの点を再度
繰り返し乞い、最後lwsでさらに教員について「学力アルモ尚即今二在テハー十馴得セリトイフニ非ザレ
パ其際官モ亦復学務及ビ取締等モ趨ガシテ層数巡説懇諭以テ維持保全ア」らんと念を押し、筆を置いて
いる。
　長文に渉る歎願書ともいうべきこの草稿を読み終えた筆者にとつて、依田は・現地の教員は極めて、
｛雪ｳ育熱心”というほかない。その内実はともあれ。
さらに史料解読・解説を終えた後も、些細な事とはいえ、気に掛る部分は、何故に依田はこうも金円・
出納といった「俗務」にまで口出したのであろうかという点である故、多少追記してみたい。
　それは例えば8年9月2日、第8・9大区扱所に1通の伺書が届けられたことがあった。この『休業
御伺書』に漱のように筆記されている。同学区内借毛小学校の授業生渡辺新右衛門（元村塾生）は「昨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑲
七年四月開校以来私一名二而授業精務」してきたのであるが給料や諸学費の立替分の支払いが行われず
「親子之養育方二差支」えるので小区扱所や取締所に訴えたが「姑息之義」にて釈然としない。　「難渋
仕候二付口上書相添本月六日5休校」としたい、というような蔀があつたからである。実際には休・廃校の
悲運を迎えなかったものの。
　これに類似したケースは、その池田校ことに依ヨの次代教員の安達利助のしたためた栄亮への『月俸渡
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方延滞二付御願』（10年7月26日、にも規きうる。
　　九年十一ヨリ十年七月迄九ケ月分
　　　　金五拾四円
　　　　　　内金十二円三度二請取
　　　　　残り　　金四十二円
　　　　　　　　　　二百四十番池田小学校
　　　　　　　　　　　五等准訓導　安達利助
右申上戻私儀此明治九年十一月学校教員拝命以降ニケ月分ノ外扱所二於テ月俸更二不相渡窮迫二達シ難
渋罷在候i故幾度トナク催促仕候得共一時ノ諾ヲ巧ニシテ干今延滞困苦焦心黙止シ難　xet条何卒折角ノ労
　　　　　　　　　　　　　　　　　馳
仙ヲ以テ月俸方速二相成候当小区扱所工御督諭状ヲ奉願候以上
　安達はさらに翌月にも当学区内8名の教師と連名で「切歯憤椀」のその情を訴えた。
　『学制』期、一村里の民として、教員として一連の事情をまのあたりにみて来た依田訓導のいたたま
れぬ心情からの筆であったろう。村の「人望アル」啓蒙家・聖職者として、清貧に甘んずべき身であり
ながら、民費負担はあまりに教員を圧迫していたのである。’
　しかし以上の過程を踏製した上で、池田栄亮の第9大区は明治10年現在で約59．3％、そして膝下
の池田校はa1名の就学率（数）を示していつた。
　こうした中で県が先に紹介した「方今都鄙云々」にはじまる教員の品行規則に類する布達を栄亮宛に
送り届けてきたのは10年5月16日である。彼はその月50日、その達文に、6月5日午前9時迄松
尾小学校へ紹すべき旨の別紙を添え、成東校から順次回覧せしめた。それが池田校に回つたのは、その
前日（2日）の夕方7時であった。それにより各校教員は3日、日曜日しかも早朝から松尾に向って歩
んだのであろう………。
　その後の池田校については「人民漸久教育ノ忽諸二付シペカラザルヲ覚リ、子弟ヲ入学セシムルモ
ノ日二増シ、月二加バリ、教場ノ狭隆ヲ感ジ、授業上愈々不便二感ズルニ至リシカバ当村蓮福寺ヲ仮用
シテ校舎二充テタルハ、実二同年（11年一筆者註）七月十五日ノ事ニシテ、当時生徒七十名ヲ教養
セリ」と『沿革誌』に伝えられている。
　　　　　　　　⑳
　　結　　び
　池田校は現今、　「千代田小学校」と改称され、その位置も些少異なるものの、その機能を展開させて
いる。
　しかし池田栄亮家の宏大な宅地は畑となり、仮は近くの草深い林の中に永眠している。そして池田
校跡に建てられた栄亮と彼が、後に招聰した同校長磯辺謙吉の顕彰碑はその方向を見おろしている。
（写真参照）　つまり栄亮直系子孫の方々は隣町多古に住んでおられる。
　が、依田力訓導の消息は10年以降、皆目つかめない………。
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　一般に、教師像なるものを概念づけることは困難であるが、少なくとも以上の，素描　から穿竪して
云うなら　「近代」教育期に「村の教員」なる1肋轍されたということ・　「stり「近世」期の村のための「師匠j
はテイク・オフにより厩ゆる、国家のため村に尽す「教員」へと日常化・抽象化作用の中で2つの顔をも
っ様に変貌していった……のか、そうさせられる条件が多かったのかseつ、これがtt教育国”への原
動力となった第1であろう……か。
　とりも肋さずeれらの思潮が『学校令』制定、『教科用図書検定条例』規定、『教育勅語』湊発の前
夜であるが、その間の厳密な分析は今後に待たねばならない。ただ期しくも、それら方策に大いにヵヵわる
とr．ろのあつた西村茂樹の産土は千葉県である。
①
②
③
④
?
?
?
?
⑨
⑩
⑪
⑫　『千代田小学校沿革誌』M．2～41　⑳も、
⑬⑩に同じ。以下、本節で断りなき時は同様
⑭古川力氏寄稿
⑮千葉県教育会『千葉県教育史」
⑯千代田村『T生聴己制・有c・・
⑬『文部省第二年報』M．7
⑲奈良敬一家文書『喰稿』等に詳しい。
（註）
梅根悟『世界教育史』
　NHK『教育原理』
中央教育審議会のS．44．6中間報告
　『大小学校建議』M．2・9
便宜上「近世」と「近代」は明治5年を又、徳川と明治は明治元年を境に区分する。
内閣文庫『府県史料』；以下、本節の内、ことわりなきものは同断。⑰も同様。
岩波『教育』5の12の「字制頑布nrl　ec於ける房総の寺小厘叡育」
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横尾区有文書
山名寛竜家文書も参照
池田忠好家文書
大隈文書
池田佼；li：の石碑（左）と／也旧家跡（右）
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